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を明確に区分し、自由に語り合えるソファなども設置。
省エネに地中熱も活用しています。そんな環境から「メ
イドインわたらせ」の新薬がいくつも生まれました。
　桜の花見の一般開放など、地域とのつながりも大事に
しています。同センター (☎０２８０-５７-１５５１)。

　窓いっぱいに遊水地が広がっています。建物２階のカ
フェテリア、窓辺のカウンター席が私のお気に入り。４
月初め、春爛漫。満開の桜に新緑のヨシ原、菜の花、日
光連山。まるで遊水地が『庭』で、ほっと安らぎます。
　ここは、野木町にある杏林製薬の「わたらせ創薬セン
ター」。約２５０人の研究者が働く、新薬の開発拠点です。
私、木部友貴（写真上の右）は、薬学が専門で入社４年
目。新薬作りは、有望な物質探しから効果や安全性の試
験などまで十年単位。根気と忍耐力、そして斬新な発想
力が求められます。研究者たちの休息と再充電にうって
つけなのが、６１６ｍの長さで接する遊水地の自然です。
　遊水地沿いの桜並木（同右下）で、昼休みに弁当を広
げる人、散策路を歩く人。鳥の声が一年中聞こえ、建物
のベランダでは遊水地を『借景』にバーベキュー ･･･。
　私、薄広美（同上の左）は、管理担当です。この建物
は７年前の完成時、栃木県の「マロニエ建築優良賞」に
選ばれました（同左下）。評価されたのは、遊水地の景
観を取り込むなど快適な研究環境の工夫をし、丸ごと環
境配慮型であること。研究エリアとリフレッシュエリア
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美さんヨシ原を望む研究所
湿地が『庭』、大自然で憩い新薬開発
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